
第４章

２０１２年のベネズエラ大統領選挙および地方選挙
―維持されたヘゲモニー―

タイス・マインゴン
（２０１３年１月２０日記）

街角のチャベス大統領のポスター。「前進、司令官、上昇するぞ」。チャベ
スはしばしば「大統領」ではなく「司令官」と呼ばれる（撮影：坂口安紀）



はじめに

１９８０年代，ラテンアメリカ・カリブ諸国は同時に２つの大きな変化を経験し

た。ひとつは史上最悪の経済危機による大多数の国民の生活水準の低下，そし

てもうひとつはこの地域の大半の国が経験した軍事政権からの再民主化である。

１９８０年代以降，選挙は有権者が自分たちの代表を選ぶというだけでなく，それ

以上の意味をもつようになった。ラテンアメリカの多くの国で選挙は国民の政

治的意志を表明する機会であるにとどまらず，社会が政権に対して評価を下す

機会ともなっており，ベネズエラもその例外ではない。選挙のほかにも，市民

は抗議集会などさまざまなかたちで政府に対する意思表明をする（１）。それらは次

第に勢力を増し組織化されつつあるとはいえ，現在のところまだ民主的政治制

度に対する参加や評価のメカニズムとして制度化されるには至っていない。

選挙の目的は，国民が投票により政治参加し政治家を選出することであり，

その結果は政府がさまざまな局面で下す政治決断に対して正統性を付与する。

国民は選挙への参加・不参加を自由に決めることができ，また不満を表明する

ために無言の抗議という意味で棄権するのも自由である。棄権は，民主主義の

退化，あるいは政治的秩序と経済社会的秩序の連結がほどけていく過程とみな

すこともできる。

本章では，ベネズエラで２０１２年に実施された大統領選挙および地方選挙の結

果を分析する。前半では同年１０月７日に実施されウーゴ・チャベス大統領が４

度目の勝利を果たした大統領選挙の結果を分析する。後半では，チャベス派候

補が２３州のうち２０州で当選した１２月１６日の州知事選挙の結果を分析する。つぎに

選挙および国民投票において各政治勢力の得票がどのように変動しているのか

をみていく。結びとして，チャベス大統領が「２１世紀の社会主義」あるいは近

年「コミューン国家」ビジョンとも呼ぶようになったヘゲモニー体制を確立す

るための社会的・政治的・経済的変革が今後も推し進められていくであろうと

の見通しについて述べる。
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Ⅰ．選挙を通したチャベスの台頭

１．２０１２年以前の大統領選の結果

チャベスが初めて大統領選に勝利して政権の座についたのは１９９８年の選挙で，

約５６％の票を獲得してのことだった（表１，「第五次共和国運動党（MVR）とその

同盟」がチャベス陣営）。その１年半後の２０００年７月には，チャベスにとって２度

目の大統領選挙が行われた。それは，新憲法が１９９９年末に国民投票で承認され

たのを受け，新憲法下で国家権力に改めて正統性を付与するために実施された

もので，チャベスは約６０％の得票率で再選された。

３度目となる２００６年１２月の大統領選挙でチャベスは，２４の政党・政治グループ

の支持を得て約６３％の得票率で勝利した。そのうち与党第五次共和国運動党

（Movimiento V［Quinta］República: MVR）が４２％，連立を組む３つのチャベス派

政党が１５％（社会民主党［Para la Democracia Social: PODEMOS］が６．５％，皆の祖

国党［Patria Para Todos: PPT］が５．１％，ベネズエラ共産党［PCV，以下「共産党」］

が２．９％），そしてその他２０の政治団体が７％を獲得している。一方，２００６年選挙

では反チャベス派の統一候補ロサレスの得票率は約３７％であった。これは２００４

年の大統領府不信任投票で反チャベス派が得た不信任率を３ポイント下回って

年
民主行動党（AD）・
キリスト教社会党
（COPEI）の合計

その他 変革党
（Convergencia）

急進正義党
（LCR）

第五次共和国運動
党（MVR）とその

同盟

１９７３～１９８８年平均 ９０．０
１９９３ ４６．４ １．２ ３０．５ ２２．０ ―
１９９８（＊） １１．２ ３２．６ ５６．２
２０００（＊＊） ― ４０．２ ― ５９．８
２００６（＊＊） ― ３６．９ ６２．８

民主統一会議
（MUD）とその同盟 その他

ベネズエラ統合社
会主義党（PSUV）
とその同盟

２０１２（＊＊＊） ４４．３ ０．６ ５５．１

表１１９９３～２０１２年大統領選挙の政党別得票率

（出所）２０１２年１０月２５日現在の集計結果。選管ウェブページ（http://www.cne.gov.ve）。
（注）（＊）１９９８年より ADおよび COPEIは自前の候補者を出していない。（＊＊）AD，COPEI，変

革党（Convergencia）および急進正義党（LCR）などの政党は「その他」に含まれる。（＊＊＊）
ベネズエラ統合社会主義党（PSUV）および１１の政治団体は選挙連合「コマンド・カラボボ
（Comando Carabobo）」を結成してウーゴ・チャベスを候補者に擁立した。民主統一会議（MUD）
および１７の政治団体は選挙連合「コマンド・ベネズエラ（Comando Venezuela）」を結成してエン
リケ・カプリレスを候補者に擁立した。
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いた。反チャベス派同盟は３つの政党および４０の政治団体で構成されていたが，

３つの政党をあわせた得票率は２６．８％（新しい時代党［Un Nuevo Tiempo: UNT］

が１３．４％，第一義正義党［PJ］が１１．２％，キリスト教社会党［Comité de Organización

Política Electoral Independiente: COPEI］が２．２％），残り４０の政治団体の合計得票率

が１０％であった。なお同選挙に出馬した候補者は１２人（うち女性は４人）であっ

た。

２．チャベス政権の誕生と２大政党制の崩壊

ベネズエラでは１９９０年代初めまでは長期にわたって民主行動党（Acción

Democrática: AD）と COPEIの２大政党による政治支配が続いた。とくに１９７３～
１９８８年の４回の大統領選挙ではこの２つの政党の合計得票率はいずれも８割を

超えており，３０年にわたって２政党間で政権交替を繰り返してきた。しかし，

その状況は１９９０年代にくずれ始め，チャベスが初当選した１９９８年以降の一連の選

挙（２）で２大政党支配は完全に崩壊した。伝統的２大政党のいずれかに投票してき

たベネズエラ有権者の投票行動は大きく変化した。２大政党の弱体化が初めて

顕著になったのは１９９３年の大統領選である。同選挙で伝統的２大政党はあわせ

て４６％の票を得たものの，２大政党以外の諸政党が選挙同盟を組んで擁立した

候補者が初めて勝利して大統領となったのである（３）。２大政党への支持縮小傾向

はさらに続き，１９９８年には両党あわせた得票率は１１．２％にまで下がった。一方，

２大政党以外の得票率はあわせて８９％に達し，なかでもチャベスを擁立するMVR
とその選挙同盟は５６．２％を獲得している。長らくベネズエラ社会に深い根をはっ

てきた伝統的２大政党は，チャベス政権誕生以降消滅の危機に直面している。

伝統的２大政党の弱体化とそれ以外の政党の勢力拡大は，地方レベルにおい

ても確認できる。１９８９年の地方選挙では伝統的２大政党以外の政党が州知事，

市長ポストに占める割合は２７％に過ぎなかったが，１９９８年には５８％にまで拡大し

ている。

２０世紀最後の２つの大統領選挙（１９９３年，１９９８年）の結果は，それ以前から進

行していた社会政治的変化を背景に，従来とは異なる新しい政治が伝統的政治

と混在する状況を示すものであった。またこれらは，選挙で選ばれた政治家た

ちがもはや有権者の利益を代表しなくなったということを明確に示していた。

政党は自らの支持基盤から孤立し，その結果党員を失っていった。政党として
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のアイデンティティも弱まり，支持者はそれらの政党に投票するのをやめ，新

しく台頭してきた政治アクターや政治運動を支持するようになった。チャベス

は大統領選での勝利のうち初めのいくつかは，１９８０年代末から始まり，１９９３年の

大統領選挙で２大政党以外の候補者の勝利で確かなものとなった，このような

変革を求める国民の期待の産物であったといえる。

政党政治が揺らぎ，その正統性が薄れるなかで，特定の政治家による個人政

党化と，政党の弱体化が同時に進んだ。その傾向は，政治家が政党のイデオロ

ギーよりも政権掌握を重視する，あるいは法律ぎりぎりの非合法に近い行為を

積み重ねるなかで，ますます深まっていった。このように，政治家による政党

の私物化と国民の間に広がるアンチ政党主義が同時に起こるという危険な状況

になると，結果として国民にとって政治的な選択肢が消滅してしまう。特定の

政党を支持する固定支持層にかわり選挙ごとに異なる政党に投票する浮動票が

拡大したことも相まって，「アウトサイダー」（伝統的政党以外から台頭した新しい

政治リーダーおよび彼らが作る個人政党）が登場しやすい状況になる。あるいは棄

権する有権者も増える。これらの結果，国民は伝統的政党を自らの代表とみな

さないようになり，また政党に共感しなくなるという典型的な危機的状況が生

じた。加えて，政党が党員を動員できるような斬新な理念をもたなかったため，

危機はますます深まっていった。このような変化は，時間の経過とともに，政

党組織のあり方，選挙動向，そして政治手法にも変化をもたらした。

１９９８年の大統領選でチャベス政権が誕生して以降の政治変革は，単に選挙で

勝利することをめざすにとどまらず，新しい政治モデルの構築に向けての動き

であり，現在も進行中である。チャベス政権の１４年間を通して，彼が「２１世紀

の社会主義」または「コミューン国家」と呼ぶ新たなヘゲモニー・モデルが形

成されてきたのである。

Ⅱ．２０１２年１０月７日大統領選挙の結果分析

１．集計結果

チャベスは，ベネズエラ統合社会主義党（PSUV，以前のMVRから改編）のほ

かに１１の政治団体の支持を獲得し，５５．１％（８１９万１１３２票）を得て当選した（表２）。
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一方，反チャベス派連合は民主統一会議（MUD）を結成し，大統領選に先立

つ２０１２年２月に統一候補選出のための予備選挙を実施している。予備選挙には

選挙登録されている有権者の１７％に当たる３０４万４４９人が投票し，６４％を獲得した

カプリレスが反チャベス派の統一候補に決定した（４）。

カプリレスは大統領選では１８の政治団体の支持を得て４４．３％（６５９万１３０４票）を

得票したものの，約１６０万票（約１０％）の差で敗北を喫した。この結果チャベス

大統領は４選を果たし，新任期を全うすれば（５），連続２０年間政権の座につくこと

になる。なお今回の選挙には最終的に男性４人，女性２人の計６人が立候補し

たが，当選の見込みがあったのはチャベス大統領と反チャベス派の統一候補カ

プリレスの２人のみであった。

チャベスは，与党 PSUVに加え，合計１２の政党や政治組織の選挙同盟の支持
を受けていた。反チャベス派候補カプリレスは自らの政党（PJ）を含む１８の政党

や政治組織が形成する反チャベス派同盟MUDの支持を受けていた。ベネズエラ
の大統領選挙では，候補者そのものに対して投票するのではなく，その候補者

を擁立する政党に対して投票する仕組みになっている。複数の政党が統一候補

を擁立する場合，投票用紙（あるいは投票機の画面）上では，各政党名と候補者

名がセットになったブロックが政党の数だけ並んでおり，そこからひとつを選

択して投票する仕組みである。すなわち，政党ごとに得票数（特定候補者の得票

数への貢献度）が集計される。今回の大統領選挙でチャベス，カプリレス両候補

者が獲得した政党別の票数は表３，表４のとおりである。

また今回の選挙では，投票率の高さが注目された。選挙登録されている１８８５

万４９３５人の有権者のうち実際に投票したのは１５１７万６２５３人で，棄権率は１９．５％と

前回（２００６年）に比べて６ポイント低下した。

これをベネズエラの大統領選挙における棄権率の歴史的推移のなかでみてみ

得票数 ％

ウーゴ・チャベス ８，１９１，１３２ ５５．０７
エンリケ・カプリレス ６，５９１，３０４ ４４．３１
有効投票数 １４，８７９，７３９
棄権率 １９．５０

表２ ２０１２年大統領選挙の結果

（出所） 表１に同じ。
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政 党 得票数 ％
ベネズエラ統合社会主義党（PSUV） ６，３８６，６９９ ４２．９４
ベネズエラ共産党（PCV） ４８９，９４１ ３．２９
皆の祖国党（PPT） ２２０，００３ １．４７
共同体変革党（REDES） １９８，１１８ １．３３
人民選挙運動（MEP） １８５，８１５ １．２４
革命的行動運動実現統一動向（Tupamaro） １７０，４５０ １．１４
社会民主党（PODEMOS） １５６，１５８ １．０４
革命への新たな道（NCR） １２１，７３５ ０．８１
ベネズエラ人民団結党（UPV） ８９，６２２ ０．６０
全国共同体独立派（IPC） ６９，９８８ ０．４７
労働革命党（PRT） ５８，５０９ ０．３９
急進主義党（CR） ４３，６２７ ０．２９
その他有効票 ４６７ ０

合 計 ８，１９１，１３２ ５５．０７

政 党 得票数 （％）
民主統一会議（MUD） ２，２０４，９６２ １４．８２
第一義正義党（PJ） １，８３９，５７３ １２．３６
新しい時代党（UNT） １，２０２，７４５ ８．０８
人民の意思党（Voluntad Popular） ４７１，６７７ ３．１７
進歩前進党（Avanzada Progresista） ２５６，０２２ １．７２
ベネズエラ統一党（Unidad por Venezuela） １３１，６１９ ０．８８
全国統合運動（MN Unidad ） １１０，８３９ ０．７４
ベネズエラ団結党（Unidos para Venezuela） ６４，３８０ ０．４３
べネズエラ進歩運動（MPV Progresista） ５１，９７６ ０．３４
エコ運動（Movimiento Ecológico） ４０，５２３ ０．２７
刷新民主主義統一党（Unidad DR） ３６，１２６ ０．２４
前進党（Va Pa�lante） ３４，９３８ ０．２３
変革の勢力党（La Fuerza del Cambio） ３３，３７４ ０．２２
人民的前衛党（Vanguardia Popular） ３１，２７９ ０．２１
自由勢力党（Fuerza Liberal） ２２，９６５ ０．１５
組織された選挙統一党（Unidad NOE） ２０，４４４ ０．１３
生産性党（Productividad） １８，７４８ ０．１２
ベネズエラ責任持続進取運動（Moverse） １８，６４４ ０．１２
その他の有効票 ４７０ ０．００

合 計 ６，５９１，３０４ ４４．３１

表３ ２０１２年大統領選挙：ウーゴ・チャベス候補の政党別得票

（出所） 表１に同じ。
（注）２０１２年１１月９日現在の集計結果。

表４２０１２年大統領選挙：エンリケ・カプリレスの政党別得票率

（出所） 表１に同じ。
（注）２０１２年１１月９日現在の集計結果。
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よう（図１）。ベネズエラでは１９５８年の民政移管以降１９７３年まで棄権率は１桁の

低さであったが１９７８年に上昇し始め，１９９３年には４０％近くに達した。チャベス大

統領が初勝利を収めた１９９８年の大統領選挙で棄権率は３６．６％に若干低下したもの

の，２０００年には再び４３．５％にまで上昇した。それ以降の選挙では棄権率は低下傾

向を示しており，今回の２０１２年大統領選挙ではついに２０％を切った。１９８０年代以

前に棄権率が低かったのは，当時は投票が義務化されており，罰則規定も設け

られていたためである。その罰則規定が廃止され，１９８０～１９９０年代にAD-COPEI
の２大政党制に対する国民の不満が高まるとともに棄権率は急上昇した。それ

が再びチャベス政権下で低下傾向にあるのは，厳しい二極対立が続いているこ

と，チャベス派と反チャベス派の政治ビジョンが対照的で，どちらが勝利する

かが国民生活に大きな影響を与えること，そして両陣営による動員努力などが

影響しているのであろうと考えられる（動員については後述する）。

図１ １９５８～２０１２年までの大統領選挙における棄権率の推移

（出所） 表１に同じ。
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２００６ ２０１２ ２０１２－２００６増減

得票数 得票率
（％） 得票数 得票率

（％） 得票数 率
（ポイント）

ウーゴ・チャベス ７，３０９，０８０ ６２．８４ ８，１９１，１３２ ５５．０７ ８８２，０５２ －７．７７

反チャベス派

マヌエル・ロサレス ４，２９２，４６６ ３６．９０

エンリケ・カプリレス ６，５９１，３０４ ４４．３１ ２，２９８，８３８ ７．４１

有効投票数 １１，６３０，１５２ １４，８７２，７３９

投票率 ７４．６９ ８０．４８ ５．７９

表５２００６年，２０１２年の大統領選挙の結果

（出所） 表１に同じ。

２．結果分析

チャベス大統領は今回の選挙において１０．７ポイント差で当選し，余裕の勝利

であったといえるであろう。しかし，選挙結果データを，前回２００６年の結果デー

タと比較すると（表５），以下のような興味深い点が浮き上がってくる。

（１） チャベス大統領への支持は縮小している。２００６年の選挙ではチャベス

大統領の得票は約７３１万票（６２．８％），２０１２年の選挙では約８１９万票

（５５．１％）となっており，得票数では約８８万票増加したものの，その増加

分の大半は，６年間の人口増によって有権者数が３００万人以上拡大してい

ることと今回の投票率の高さによるもので，全投票数に占めるチャベス

大統領の得票の割合は７．８ポイント減少しており，チャベス大統領への支

持は縮小しているといえる。

（２） 一方で反チャベス派は，２００６年の選挙でロサレス候補者が獲得した約

４２９万票（３６．９％）から２０１２年にはカプリレスが約６５９万票（４４．３％）へと，

票数では約２３０万票増加し，得票率では７．４ポイント増加した。

（３） ２０１２年の選挙では，チャベスとカプリレスの得票率の差は１０．８ポイント

であった。２００６年選挙のチャベスと反チャベス派候補ロサレスの得票率

差は２６ポイントであったことを考えると，反チャベス派は差を半分に縮

めたといえる。図２は２００６年から２０１２年までの選挙におけるチャベス派と

反チャベス派の得票率が，ひとつ前の選挙と比較してどれほど増減した

かを示したものである。図には大統領選挙のほかに，２００７年および２００９年
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の国民投票，２００８年の地方選挙，２０１０年の国会議員選挙も含まれる。また，

２００６年と２０１２年を比較すると，チャベス派は１２．０７％，反チャベス派は

５３．５６％増加している。

（４） チャベスの得票を与党 PSUVと選挙同盟に分けてみると（表６），２０１２
年選挙では PSUVは全有効投票数の４３％，それと選挙同盟を組むチャベ
ス派諸政党は同１２％の票を獲得した。MVR（のちに PSUVに改編）とその
選挙同盟は２０００年の選挙で過去最高の得票率（４８．１１％）を獲得したが，

２００６年の選挙では最低の得票率（４１．６６％）となった。これは，与党が単

独で大統領選挙で勝利するのは容易ではないことを示している。今回の

選挙でも，PSUVの得票率は４２．９４％であり，それはカプリレスの総得票
率４４．３１％を１．３７ポイント下回っている。これは，与党 PSUVが大統領選
挙で勝利するためには，チャベス派の他政党との選挙同盟が不可欠であ

ることを示している。

（５） 州別に結果をみると，チャベス大統領への支持は，２４州のうち２３州で

低下した。チャベス大統領の得票率が増えたのは，２００６年の５１．３８％から

今回５３．３４％に微増したスリア州だけであった。７つの州（アマソナス，ボ

図２２００６～２０１２年の選挙における得票率の推移

（出所） 表１に同じ。
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リバル，デルタ・アマクロ，ララ，アラグア，モナガス，スクレ）ではチャベ

スの得票率は前回比で１０ポイント低下した。

（６） ２００６年の大統領選挙では反チャベス派候補ロサレスの得票は２４州におい

てチャベスを下回っていた。２０１２年の大統領選挙では，反チャベス派候

補カプリレスの得票は２州（メリダおよびタチラ）でチャベスを上回り，

ミランダ州では互角であった（表７）（６）。しかしながら，前回選挙と比較

すれば，反チャベス派の得票率は２００６年選挙に比べて２２州で拡大し，７

州（アマソナス，ララ，ボリバル，アラグア，デルタ・アマクロ，スクレ，モ

ナガス）では際立って伸びた。反チャベス派は過去２回の選挙で敗北を喫

したものの，有権者の支持を拡大する力があることを示した。

３．チャベス勝利の背景要因

チャベス大統領の再選は，さまざまな要因から説明できるであろう。第一に，

チャベス大統領が社会開発分野で達成してきた成果を評価し，支持する人々が，

とくに大衆層に多くいることである。チャベス大統領は「ミシオン」と呼ばれ

るさまざまな社会開発プロジェクトを実施し，低所得者層に石油収入をさまざ

まな方法で還元することで，所得格差や貧困を縮小させてきた。チャベス政権

下では所得格差を示すジニ係数や貧困線以下の生活を送る人々の割合が明らか

に低下している（第１章第２節３．を参照）。それらの社会開発プロジェクトによっ

て，家を取得した人，水道がひけた人，無料医療センターに病気の子どもを連

れて行くことができた人など，恩恵を受けた貧困層の人々は多い。また公的部

年
MVR･PSUV 選挙同盟を組む勢力

合計 ％
票数 ％ 票数 ％

１９９８ ２，６２５，８３９ ４５．００ １，０４７，８４６ １１．２３ ３，６７３，６８５ ５６．２３

２０００ ３，０２５，２２４ ４８．１１ ７３２，５４９ １１．６４ ３，７５７，７７３ ５９．７５

２００６ ４，８４５，４８０ ４１．６６ ２，４６３，６００ ２１．１８ ７，３０９，０８０ ６２．８４

２０１２ ６，３８６，６９９ ４２．９４ １，８０５，０００ １２．１３ ８，１９１，６９９ ５５．０７

表６ １９９８～２０１２年の大統領選挙におけるMVR（PSUV）選挙同盟を組
む政党の得票内訳

（出所） 表１に同じ。
（注） PSUV として戦ったのは２０１２年のみ。それ以前は第五次共和国運動党

（MVR）。
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州 有効投票数
投票率 チャベス カプリレス

％ 票数 ％ 票数 ％

首都区 １，２６７，２８７ ８０．３３ ６９５，１６２ ５４．８５ ５６４，３１２ ４４．５２

アマソナス ７２，８４０ ７８．７３ ３９，０５６ ５３．６１ ３３，１０７ ４５．４５

アンソアテギ ７９３，８９４ ８１．１３ ４０９，４９９ ５１．５８ ３７８，３４５ ４７．６５

アプレ ２３５，９９８ ７８．３８ １５５，９８８ ６６．０９ ７８，３５８ ３３．２０

アラグア ９４３，１７８ ８２．６０ ５５２，８７８ ５８．６１ ３８４，５９２ ４０．７７

バリナス ４１１，２７９ ８０．７０ ２４３，６１８ ５９．２３ １６５，１３５ ４０．１５

ボリバル ７２１，００４ ７８．７６ ３８７，４６２ ５３．７３ ３２７，７７６ ４５．４６

カラボボ １，１９６，５１８ ８０．４４ ６５２，０２２ ５４．４９ ５３７，０７７ ４４．８８

コヘデス １７８，４８５ ８２．４８ １１６，５７８ ６５．３１ ６０，５８４ ３３．９４

デルタ・アマクロ ８２，２２７ ７４．７０ ５４，９６３ ６６．８４ ２６，５０６ ３２．２３

ファルコン ４９５，８５８ ８０．１７ ２９６，９０２ ５９．８７ １９５，６１９ ３９．４５

グアリコ ３８７，２２９ ８０．１１ ２４９，０３８ ６４．３１ １３５，４５１ ３４．９７

ララ ９７０，７７７ ８２．６５ ４９９，５２５ ５１．４５ ４６３，６１５ ４７．７５

メリダ ４６９，０５５ ８３．０１ ２２７，２７６ ４８．４５ ２３９，６５３ ５１．０９

ミランダ １，５４３，１４５ ８０．７９ ７７１，０５３ ４９．９６ ７６４，１８０ ４９．５２

ヌエバ・エスパルタ ２５９，５９３ ８０．８７ １３２，４５２ ５１．０２ １２５，７９２ ４８．４５

モナガス ４６６，８９６ ８０．５０ ２７２，４８０ ５８．３５ １９１，１７８ ４０．９４

ポルトゥゲサ ４６２，５９９ ８２．１４ ３２７，９６０ ７０．８９ １３１，１００ ２８．３３

スクレ ４６６，３９６ ７６．０１ ２８０，９３３ ６０．２３ １８２，８９８ ３９．２１

タチラ ６３４，２４３ ８１．２２ ２７４，５７３ ４３．２９ ３５６，７１３ ５６．２４

トゥルヒージョ ３９３，１８６ ８０．０３ ２５２，０５１ ６４．１０ １３９，１９５ ３５．４０

バルガス ２０７，００２ ７９．５７ １２７，２４６ ６１．４７ ７８，３８２ ３７．８６

ヤラクイ ３２４，０３３ ８２．１１ １９４，４１２ ５９．９９ １２７，４４２ ３９．３２

スリア １，８２１，９５９ ７９．３８ ９７１，８８９ ５３．３４ ８４３，０３２ ４６．２７

在外投票 ６７，６２４ ７０．７３ ５，７１６ ８．４５ ６１，２２９ ９０．５４

遠隔地 ４３４ ５６．９６ ４００ ９２．１６ ３３ ７．６０

合 計 １４，８７２，７３９ ８０．４８ ８，１９１，１３２ ５５．０７ ６，５９１，３０４ ４４．３２

表７ ２０１２年大統領選挙の州別の得票結果

（出所） 表１に同じ。
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門の拡大で，公務員としての働き口を見つけた人々もいる。

チャベス勝利の背景として，このようなチャベス政権の成果に対する肯定的

評価があるだろう。それに加えて，さまざまな要因も指摘されている。たとえ

ば，チャベス大統領自身のカリスマ性，チャベス派組織の強力な動員力（とくに

選挙当日），チャベス派が選挙運動に公的資金や資源をあからさまに使用し，有

権者の票獲得のための金銭的工作まで行っていたこと，選管が明らかにチャベ

ス派寄りであること，などである。以下に詳しく説明していこう。

候補者であるチャベス大統領は，自身の選挙運動に公的資源を使用し，大統

領であるという立場を利用してメディアを最大限活用したことは，注目に値す

る。チャベス大統領は反チャベス派民放テレビ・ラジオ局を３０以上閉鎖する一

方，国営放送を増設しており，国営放送を自らの選挙運動に利用してきた。チャ

ベス大統領は国営テレビ・ラジオ局で毎週日曜日に「ハロー，大統領」（Aló,

Presidente）という番組をもっており，そこで数時間にわたり話し続ける。また，

チャベス大統領は，民放局に対しても大統領メッセージの放送を義務づける。

ベネズエラでは現在「カデナ（cadena，鎖という意味だが，テレビやラジオのチャ

ンネルもさす）」という言葉が，大統領メッセージの放送を国内テレビ・ラジオ

局に義務づけるメカニズムとして使われている。カデナは，ニュース，映画，

スポーツなど，どのような番組を放送中であろうとも，すべての局はすぐにそ

れを中断して国営放送（Venezolana de Televisión）が流す番組に切り替えなけれ

ばならない。カデナの内容やタイミング，長さは大統領が決定する。すなわち

カデナは，大統領のメッセージを国内のすべてのテレビ・ラジオ放送を通じて

同時に流す「チェーン」として機能する。このように大統領はメディアを最大

限利用する一方，チャベス以外の大統領候補に関しては，選挙法によってテレ

ビ出演は１日３分間に制限されている。

選管が中立的でないことは，反チャベス派および海外からも批判されている。

憲法第２９６条は明確に「国家選挙管理委員会は政治的団体と関係のない５人の委

員から構成される」と規定しているが，現選管委員の５人のうち４人がチャベ

ス派，１人が反チャベス派であるといわれている。チャベス派の４人のうちダ

メリオ（Tania D�Amelio Cardiet）は選管委員になる前は与党 PSUVの国会議員で
あったし，もうひとりのエルナンデス（Socorro Elizabeth Hernández）は国営電話

会社 CANTVの社長であった（国営企業経営者はチャベス大統領に任命される）。前
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の選管委員長ロドリゲス（Jorge Rodríguez）は，選管委員長辞任後にチャベスに

よって副大統領に任命され，与党 PSUV執行部メンバーでもある。このように
選管が中立的でないため，上述したように選挙運動と選挙監視の公平性に影を

落とし，ひいては，選挙結果に対する疑念も生んでいる。

また，政府は票獲得のために，非合法的ともいえる仕組みを作り上げた。た

とえば国民身分証明制度を利用して，公務員や，各種社会開発プロジェクト「ミ

シオン」の恩恵を受けた人々に働きかけ，チャベスに投票しないと公務員雇用

を失う，あるいは無料住宅などの社会開発プロジェクトの恩恵を失うことにな

ると脅した（７）。さらに公務員に対しては，チャベス派が実施する政治集会などに

参加してチャベス支援を強要するなど，圧力をかけ，チャベスへの投票を組織

的に強要した。公務員がチャベス以外の候補者に投票することはリスクをとも

ない，勇気のいる行動ということになる。そしてチャベス政権は１０年余りの間

に公務員数を倍増させており，２０１２年には約２５０万人にのぼっている（El Universal,

９de enero de２０１２）。また選挙当日には，軍，ボリバル義勇軍，治安部隊を使っ

て，チャベスに投票するとみられる有権者が確実に投票会場に足を運ぶよう，

彼らを輸送した（El Universal,１４de octubre de２０１２）。

今回の大統領選挙のチャベス勝利の背景には，過去１４年間チャベス大統領が

支持層との間に構築してきた非常に強固で感情的な結びつきも指摘できる。こ

れは，チャベス大統領が財政収入を分配することで構築されてきた。とくに数

年前から展開されてきた社会開発プロジェクト「ミシオン」，なかでも選挙１年

前の２０１１年に創設されたいくつかの大規模な社会開発プロジェクト「グラン・

ミシオン」を通して，巨額の資金を支出し，その多くを貧困層や危険な状態に

おかれている人々への支援にあてた。たとえば，避難生活を続ける豪雨被災者

へ住宅を供与する「住宅供与メガプロジェクト」，年金受給者を大幅に拡大する

「敬老メガプロジェクト」，若い母親への資金援助「ベネズエラの息子たちプロ

ジェクト」などである（８）。これらのミシオンは，石油輸出によってもたらされる

収入の分配チャンネルとなるとともに，公平な選挙を阻害する効果的な道具と

もなった（９）。なかでも住宅メガプロジェクトは政府にとって最高の選挙宣伝材料

となった。このような社会開発プロジェクトを宣伝することで，チャベスへの

期待が膨らみ，票獲得へと結びついたと考えられる。

選管は２０１１年より，投票テーブル（投票機）が１つか２つだけの小規模な投票
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会場を全国に新設した（１０）。以下に述べるように，自由で公正な選挙の実施を阻

むような行為は，通常の投票会場よりもこのような新設された小規模な投票会

場で行われることが多かった。ベネズエラでは法律により，投票会場は学校施

設を利用することが定められている。今回の選挙においては，首都カラカスに

新設された投票会場の大半（７３％）が，投票テーブルがひとつしかない小規模会

場だった。またカラカスの新設投票会場の３２％は学校に設置されたが，１６％は

チャベス派住民が運営する地域住民委員会（１１）の事務所に設置された。これらの

約半分がチャベス派の施設内に設置されたとの報道もある（El Nacional,１９de

agosto de２０１２）。このように公然とチャベスを支持する組織の施設が投票会場と

して使われたこと，またそのような会場の周辺では，反チャベス派の有権者や

投票会場管理者，立会人に対してチャベス支持者らによる暴力的な示威行動が

みられたことなどから，反チャベス派市民が投票会場に近づくのを困難にした。

たとえば，投票日当日は，銃を保持した覆面の「モトリサードス」と呼ばれる

バイクの隊列がチャベス支持をアピールしながら行進し，反チャベス派有権者

に恐怖心を抱かせるケースもあった。このような行為に対して，選管関係者は

見て見ぬふりをしていた。

カラカスでは３万人（有権者の２％）がそれらの新設の投票会場で投票した。

このような投票会場は全国に設置されたが，接戦になった場合はこうした投票

会場での投票結果が与党の候補者に有利な選挙結果をもたらすことが考えられ

る。またこれらの新しい投票会場は，今回の大統領選挙に限らず，今後実施さ

れるほかの選挙においても同様の効果をもつと考えられる。反チャベス派の選

挙運動本部の情報によると，１３００の投票テーブル（その大半が上述のような新設の

小規模投票会場）では，反チャベス派の候補者の得票はゼロから最大でもわずか

２０票であった。なかには外務省内に設けられたものもあり，そこではチャベス

は９４％の票を獲得している。同様に，チャベス大統領が選挙１年前から大規模

に推進した貧困層向け住宅メガプロジェクトの宅地開発地域にも多くの投票会

場が新設された。そうしたところではチャベスが９５～９９％の票を獲得した。チャ

ベスに投票しないと，約束された住宅を引き渡さないと脅す，あるいは有権者

に対してチャベスへの投票を強要することがあったのではないかとの疑念がも

たれている（１２）。
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Ⅲ．２０１２年１２月１６日の地方選挙結果

大統領選挙のわずか１カ月半後に実施された地方選挙では，州知事２３人のほ

か，州議会議員２２９人，先住民代表８人が選出された。州議会議員の候補者は各

政党より選出され，先住民代表は先住民居住選挙区でのみ選出された。選挙登

録されている有権者は１７４２万１９４６人であり，うち１８万６３６９人は１０年以上の居住歴

をもつ選挙登録済みの外国人であった。地方選挙であるため，海外在住のベネ

ズエラ国民の在外投票は実施されない。選管の発表では，８１７１名が候補者（小選

挙区候補者記名選挙で立候補する候補者，比例代表リストで立候補する候補者（１３）およ

び先住民候補者）として届け出た。首都区に居住する有権者は，今回の選挙では

首都圏知事と首都圏議会議員を選出しないため，投票しなかった。

１．州知事選挙

全国２３州の知事選には，合計１２２人の候補者が立候補し，うち女性候補者は１４％

（１７人）であった。再選された知事は１１人で，初当選したのは１２人であった。当

選した知事２３人のうち１２人が軍人であり，うち１１人はチャベス派，１人が反チャ

ベス派であった（１４）。また当選を果たした女性は４人であり，女性知事の数とし

ては史上最多であった。

チャベス派候補が２０州で当選し，反チャベス派は３州（アマソナス，ララ，ミ

ランダ）で勝利した（表８を参照）。前回（２００８年）の選挙ではチャベス派が１７州，

反チャベス派が５州で知事ポストを獲得していた（１５）のと比較すると，今回チャ

ベス派は前回反チャベス派が勝利した４つの州（スリア，カラボボ，タチラ，ヌエ

バ・エスパルタ）を奪還し，合計では知事ポストを３つ増やした。一方，反チャ

ベス派は前回より２州減らした。

今回の知事選では与党 PSUVは全国平均で４６．７％の票を獲得し，最多の票を
獲得した政党となった。同党と選挙同盟を組む諸政党は，合計で全国平均７．７％

を獲得した。うち，共産党はもっともチャベス派寄りの政党であるが，選挙同

盟を組む諸政党のなかではもっとも得票率（２．９％）が高かった。反チャベス派

MUDを結成する政党のなかでは，第一義正義党（PJ）が反チャベス派の第一勢
力となり，全体でも PSUVに次いで２番目に多い票（８．５％）を獲得した。同党
は，反チャベス派のなかで２００８年の地方選挙以来伸長を続ける唯一の政党であ
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る。その他の反チャベス派の政党はすべて２０１０年の国会議員選挙に比較すると

票を減らしている。また大半の反チャベス派政党は２００８年の地方選挙以降，２０１０

年，２０１２年と継続的に票を減らしている（１６）。

また反チャベス派は今回の知事選において，全国の重要都市である１０の州都

（バリナス，バルキシメト，シウダー・ボリバル，コロ，ラ・アスンシオン，マラカ

イ，マラカイボ，プエルト・アヤクチョ，サン・クリストバル，メリダ）でチャベス

派より多い票を獲得した（１７）。これは，与党 PSUVが全国の主要都市を手中に収
めるのが困難であることを示している。

大統領選挙ではチャベス勝利のためにはチャベス派諸政党との選挙同盟が不

可欠であったことは先に述べたとおりだが，州知事選挙に関しては，与党 PSUV
が２０州で勝利するために選挙同盟が必ずしも必要だったわけではなかった。PSUV
が勝利のために選挙同盟を必要としたのは，２州（ボリバルおよびスリア）のみ

であった。PSUVの得票率が最低（４０％）であった州のひとつがボリバル州であっ
たが，そこではチャベス派で連立を組む勢力のなかでももっとも重要な政党で

ある共産党が，PSUVとは別の候補者を擁立し，有効票の８％がその候補に流れ
た。その結果，チャベス派候補と次点であった反チャベス派（MUD）の候補者

との得票率差はわずか２．７６ポイントとなった（１８）。

一方，反チャベス派MUDの選挙同盟において注目されたのは，アマソナス州
の，グアルージャ（Liborio Guarulla）候補を擁立した地方政党，ベネズエラ進歩

運動（Movimiento Progresista de Venezuela）である。同州では反チャベス派が勝

利するには選挙同盟が不可欠で，結果としてグアルージャは合計で３６％の得票

率で再選を果たした。同様に，ララ州では２８政党が現知事のファルコンを候補

に擁立し，その選挙同盟によってファルコンの勝利がもたらされた。ファルコ

ンの所属政党である進歩前進党（Avanzada Progresista）は有効票の２０％を獲得し

たが，選挙同盟を組むその他の２７政党が獲得した合計３４％が上積みされて，ファ

ルコンの勝利を可能にした。ちなみに，アマソナス州のグアルージャ，ララの

ファルコンのいずれも以前はチャベス派の地方政治家であったが離反し，反チャ

ベス派に回った経緯がある。

チャベス派候補のボリバル州およびスリア州での当選は，わずか５ポイント

足らずの差での勝利だった。一方１１州では，チャベス派は１０～３０ポイント差で，

５州では４０ポイント以上の大差で当選した。とくにデルタ・アマクロ州および
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州 有効票 投票率
チャベス派 反チャベス派 その他

票数 ％ 票数 ％ 票数

アマソナス ６４，１９９ ６８．００ ２４，８７６ ３８．７４ ３５，３２８ ５５．０２ ３，９９５

アンソアテギ ５１８，５２４ ５３．１６ ２９２，７５３ ５６．４５ ２２２，２８０ ４２．８６ ３，４９１

アプレ １４８，６５５ ４９．２５ ９４，１１２ ６３．３０ ３２，９９１ ２２．１９ ２１，５５２

アラグア ６１４，２４３ ５４．７１ ３４１，３１６ ５５．５６ ２７１，３６７ ４４．１７ １，５６０

バリナス ２４７，３２０ ４８．３４ １４３，１９８ ５７．８９ １０４，０４６ ４２．０６ ７６

ボリバル ３７２，７５５ ４１．１５ １７３，５３６ ４６．５５ １６３，２６５ ４３．７９ ３５，９５４

カラボボ ７３２，７９３ ４９．３２ ４０８，４３９ ５５．７３ ３１９，６１９ ４３．６１ ４，７３５

コヘデス １１８，８４１ ５５．５９ ７５，３８３ ６３．４３ ４２，８２０ ３６．０３ ６３８

デルタ・アマクロ ５１，２１１ ４６．７８ ４２，０３７ ８２．０８ ８，２１３ １６．０３ ９６１

ファルコン ３０５，５６６ ４９．８２ １５７，６４０ ５１．５８ １０９，７７９ ３５．９２ ３８，１４７

グアリコ １９８，６９５ ４１．１４ １４８，４４５ ７４．７０ ５０，１６３ ２５．２４ ８７

ララ ６５４，２１４ ５６．３０ ３００，０７４ ４５．８６ ３５２，４７８ ５３．８７ １，６６２

メリダ ２９９，５４９ ５３．１８ １５０，４９３ ５０．２３ １１６，１９７ ３８．７９ ３２，８５９

ミランダ １，１２６，０６７ ５８．３４ ５３８，５４９ ４７．８２ ５８３，６６０ ５１．８３ ３，８５８

モナガス＊ ３０５，７８８ ５２．９１ １６８，５３２ ５５．１１ １３６，６４１ ４４．６７ ６１５

ヌエバ・エスパルタ ２０５，２９１ ６３．３１ １１０，９８２ ５４．０６ ９３，８６８ ４５．７２ ４４１

ポルトゥゲサ ２４４，３５３ ４３．９７ １３１，３６７ ５３．７６ ６０，８０９ ２４．８８ ５２，１７７

スクレ ２６３，０８２ ４３．５６ １５７，３４４ ５９．８０ ９３，８６９ ３５．６８ １１，８６９

タチラ ４６０，６７９ ５７．５７ ２４８，７８８ ５４．００ ２０９，５６８ ４５．４９ ２，３２３

トゥルヒージョ ２２２，９０５ ４５．２９ １８３，４５３ ８２．３０ ３８，５１１ １７．２７ ９４１

バルガス １０５，４８５ ４１．５５ ７７，４７６ ７３．４４ ２６，５１８ ２５．１３ １，４９１

ヤラクイ ２０７，１１２ ５３．４１ １２７，３３３ ６１．４８ ７８，２１７ ３７．７６ １，５６２

スリア １，４５３，７１６ ６２．１９ ７５９，２１４ ５２．２２ ６９３，２２５ ４７．６８ １，２７７

合 計 ８，９２１，０４３ ４，８５５，３４０ ５４．４３３，８４３，４３２ ４３．０８２２２，２７１

表８ ２０１２年州知事選挙のチャベス派，反チャベス派（MUD），その他の州別有効票

（出所） 表１に同じ。
（注） ＊モナガス州の反チャベス派候補の得票数については，以下のような特殊な状況にある。同

州に関する選管の結果集計リストでは，MUDの予備選で選出された統一候補 Soraya Hernández
（７，４１６票）に加えて，チャベス派から分離した José Briceñoが反チャベスを掲げて立候補した。
さらに，Briceñoに関しては，２つにわけて集計がされている（１２７，５０１票と１，７２４票，あわせて
１２９，２２５票）。そのため，モナガス州の反チャベス派票には，Briceñoと Hernándezの得票の合
計を計上した。
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トゥルヒージョ州では，与党 PSUVの候補者は反チャベス派に６６ポイント近く
の大差をつけて当選している。

他方，反チャベス派が当選した３州では，チャベス派候補との得票差は，ア

マソナス州で１６ポイント，ララ州で８ポイント，ミランダ州で４ポイントであっ

た。ミランダ州では大統領選への立候補のために知事を辞任し，１０月の大統領

選で反チャベス派統一候補となったカプリレスが知事選で再選されている。

１２月１６日の選挙結果からは，各州においては地方分権が十分に根を下ろして

おらず，地方政治の主導権を地元がとることの利点が認識されていないことが

うかがえる。すなわち，有権者は地方選挙の候補者を地元で選出するのではな

く，チャベス大統領が指名した候補者を，その多くが当該州での政治経験がな

いにもかかわらず，支持する傾向がみられたということである。チャベスの指

名で外部からやってくる州知事候補を反チャベス派は「落下傘部隊」と揶揄し

た。

チャベス派の２０名の州知事候補が明らかな勝利を収めたことについては，解

釈が２つある。ひとつは，有権者が地方政治における地元のリーダーシップや

主体性を重要と考えず，無関心であること，もうひとつは闘病中にもかかわら

ず知事候補全員を指名したチャベス大統領への支持の表れである。地方首長候

補を，地方の意見を聞くことなくチャベス大統領の指名によって決めたことで，

地方の権力や票のチャベス大統領による私物化がいっそう助長された。

州知事選挙の票の９７．５％はチャベス派候補（５４．４％）かMUD候補者（４３．１％）
のいずれかに向けられた。一方，チャベスから離反したものの，チャベス派と

もMUDとも同盟しなかった無所属の候補者はわずか２．５％しか得票できなかっ
た。州知事選におけるチャベス派と反チャベス派の全国合計得票の差は１１．３ポ

イントであり，大統領選挙における両勢力の得票率差と大差ない。

チャベス大統領は１０月７日の大統領選で，１万２０００ある投票会場のうち７９％の

会場で勝利した。一方１２月の地方選挙では，１万２４７６の投票会場のうち８２％の会

場で勝利した。すなわち投票会場の数でいえば，チャベスおよびチャベス派候

補は，いずれも１０カ所中８カ所の投票会場で勝利したということである

（El Universal,１９de diciembre de２０１２）。
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２．州議会議員選挙

州議会議員選挙に関する選挙規定によると，各州が選出する州議会議員の数

は次のように規定されている。人口が７０万人以下の州は７人，７０万～１００万人の

州は９人，１００万～１３０万人の州は１１人，１３０万～１６０万人の州は１３人，１６０万人以

上の州では１５人の議員を選出する。一方，先住民居住選挙区はアマソナス，ア

ンソアテギ，アプレ，ボリバル，デルタ・アマクロ，モナガス，スクレ，スリ

ア州にあり，各州１人の先住民代表を選出する。州議会議員の選出には，混合

式選挙制度（１９）を用い，選出される議員ポストのうち５４は比例代表リスト式で，

１７５は候補者名記名式で選出する。先住民代表は，比例代表リスト式ではなく絶

対多数で選出すると定められている。

今回の州議会議員選挙では，チャベス派はアマソナス州を除くすべての州で

多数の票を獲得した。反チャベス派は５州（デルタ・アマクロ，グアリコ，ポルトゥ

ゲサ，トゥルヒージョ，バルガス）においては１議席も獲得することができず，ミ

ランダ州ではチャベス派，反チャベス派MUDで議席をほぼ二分したが，チャベ
ス派がわずか１議席上回った。

図３が示すように，州議会議員の棄権率は４８．８％となり，２００８年の地方選挙を

図３１９８９～２０１２年の州知事選挙における棄権率

（出所） 表１に同じ。
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１４．２ポイント上回り，１９９８年から２０１２年までに実施された５つの地方選挙の平均

棄権率を３％上回った。これは，地方分権法の施行にともないベネズエラで初

めて知事選が実施された１９８９年以降の７回の地方選挙の平均棄権率（４８．４％）に

非常に近い数値である。この種の選挙ではごく平均的な棄権率であるとしても，

４８．８％の棄権率はやはり高いといわざるを得ない。これは，選出されるポスト

のランクが下がる，つまり公職の重要性が低い選挙では，棄権者が増えるとい

う仮説で説明できる可能性もある。また，投票日が仕事や学校のクリスマス休

暇の初日と重なったことも投票率が低かった一因と考えられる。さらに，大統

領選挙のわずか１カ月半後に地方選挙が実施されたため，短い期間に大きな選

挙が２回続いたことによる有権者の選挙疲れがあったとも考えられる。

棄権者の増加により打撃を受けたのは，チャベス派も反チャベス派も同様で

あった。１０月７日の大統領選挙の得票数に比べて，与党 PSUVの得票数は４０．７％
減，反チャベス派MUDの得票数も４１．７％減であった。
大統領選挙と同様，知事選挙の選挙運動においても政治勧誘に公的資金が充

てられた。まだ知事に選出も就任もしていない与党 PSUVの候補者が，州内の
公共事業工事の竣工式や完成式に出席して完成した公共施設を引き渡す，ある

いは社会開発支援を授与するなど，まるで現職の知事であるかのように振る舞っ

ていた。またチャベス派の知事候補は有権者に対して，自分のためではなく，

ハバナで行われた手術後療養中で不在が続くチャベス大統領のために，そして

チャベス大統領が自らの「コミューン国家プロジェクト」を継続できるよう，

知事選では自分に投票するよう呼びかけていた（２０）。１２月１６日の地方選挙を監視

したベネズエラ選挙監視団は，次のように述べている。「権力にあるものが，そ

れを行使して得られるさまざまな資源を活用した結果，一方の候補者がほかよ

りも明らかに優位に立つ，公平性に欠けた選挙であった。この意味で現行の法

律は適正ではなく，何の懲罰も適用されないというのは適切ではない。さらに，

選管に規則遵守を強いる能力がないことも適正とはいい難い」（El Universal,２２

de diciembre de２０１２）。
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おわりに―道具としての民主主義―

民主主義体制において選挙は，国民の代表を選出する正当な制度である。し

かしベネズエラにおいては２００６年以降，選挙は対立する政党が競う制度ではな

く，選挙マシーン（組織）や資金の規模が極端に異なる候補者が競う場と化して

しまった。すなわち，一方の候補者は国家資源を自由に使え，各種社会開発政

策や，政府の呼びかけで設立された地域住民委員会などを使って，クライエン

テリスト的な政治関係を有権者との間で構築することができるという状況にあ

る。もう一方の候補者にとっては，絶大な権力と潤沢な資金をもつ国家を相手

に戦っているのと同じである。チャベス派の候補者は有権者に対して自らを，

チャベス政権，国家，一政党（与党）の一部であるということをアピールし，こ

れらはすべて同一のものであると錯覚させている（２１）。

今回の大統領選挙は，反チャベス派の勝利の可能性が過去の選挙と比べてもっ

とも大きかった選挙であり，また反チャベス派が彼らの勝利の可能性が高まっ

ていることをアピールした選挙でもあった。

チャベス政権は民主主義をその価値ではなく，自らの政権運営を正当化する

ための道具として選挙を利用するが，チャベスに投票した有権者はそれを肯定

したということである。一方で，米国の政治学者マコイ（Jennifer McCoy）が指

摘するように（２２），２０１２年のチャベス勝利の背景にはチャベスへの感情票があっ

たことも否めない。つまり，チャベスおよびチャベス派の候補者に投票した有

権者の多くは，チャベスの政治経済モデルを支持するというだけでなく，むし

ろチャベスへの感情移入から投票したといえる。病気療養中で不在のリーダー

に投票するのはチャベス大統領への忠誠心からすれば当然のことであった。彼

らにとっては，チャベス政権やチャベス派の州政府の業績に対して不満をもっ

ていたり否定的評価を下しているとしても，チャベス大統領や彼が指名した地

方選挙候補者に投票することは政権への評価とは別次元のことであり，彼らへ

の投票意思を損なわないのである。第３章で指摘されているように，とりわけ

地方選挙でその傾向が顕著であった（２３）。チャベス支持者は，チャベスに投票す

ることは自分がチャベスのプロジェクトを支えていることだと理解している。

たとえば，犯罪が激増するなか，とりわけ貧困地域に居住するチャベス支持者

の安全が脅かされ，彼らにとって最大の問題が治安問題であるにもかかわらず（２４），
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それはチャベス支持者らのチャベス大統領に対する投票意思には何ら影響せず，

大統領の再選を阻む理由とはならなかったのである。

反チャベス派の知事候補２３人を支持したMUD，およびそれと選挙同盟を組ん
だ諸政党は，２０１２年１２月の知事選では合計３６４万３４２６票を獲得したが，前回（２００８

年）の地方選挙と比べると５２万７５４５票，直前の２０１２年１０月の大統領選挙と比べる

と２７４万７８７２票を失った。一方チャベス派とその選挙同盟は，２０１２年１２月の地方

選挙では，２００８年の地方選挙と比べると６０万４７票，２０１２年１０月の大統領選挙と比

べると３３３万５７９２票を失っている。反チャベス派が地方選挙で票を失ったのはお

もに棄権が増えたことによると考えられる。一方で，チャベス派が失った票の

一部（一部とはいえ重要な）は，連立与党を組む諸政党が今回の地方選挙では与

党 PSUVにぶつけて独自の候補者を７つの州で擁立したため奪われた票であっ
たということは，注目すべきである。チャベス派でありながら PSUV候補では
なく独自候補がもっとも多い票を獲得したのは共産党であった。これは，チャ

ベス派が内部分裂を食い止めて再統合し，巨大なヘゲモニーを維持することが

できるのはチャベスしかいないことを物語っている。というのも，今回このよ

うに地方選挙でいくつかの政党が与党 PSUV候補ではなく独自候補を立てた背
景には，チャベス大統領が海外での病気治療のため不在であったことが大きい

からである。

概して２０１２年の２つの選挙結果は，チャベス派勢力がゆっくりだが確実に衰

退する傾向にあること，そして反チャベス派の勢力は途中で停滞するものの確

実に歩みを進める傾向にあることを示している。また，両方の勢力とも大統領

選挙では票を伸ばし，地方選挙では票が減少する傾向も確認された。これには

棄権率が影響していると考えられる。

チャベスとチャベス派の候補者が当選したことで，チャベス大統領の政治プ

ロジェクトはさらに進展し，急進化の道を進んでいくであろうと考えられる。

チャベス大統領の推進する「２１世紀の社会主義」国家建設プロジェクトの内容

や政治運営の方法，およびチャベス大統領の民主主義概念に賛成できないと，

多数の反チャベス派国民が表明したにもかかわらず，チャベス派政権はさらに

プロジェクトを推し進めるであろう。反チャベス派は，政治制度を支配しよう

とするチャベス派に対する抵抗を続け，その結果ベネズエラでは二極化と政治

対立が続くであろう。ただし，このシナリオはチャベス大統領の病状の深刻さ
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次第で変わる可能性もある。

【注】
�１ たとえば，経済改革に対する不満が大規模な抗議行動に発展した１９９９年のカラカソ大暴
動（Caracazo）が上げられる。それ以降も政府の政策に対する抗議行動が数多く発生して
いる。とくに２００２～２００３年には，チャベス政権の政治運営に対する多くの国民の不満を結
集しようとする動きがあった。

�２ １９９８年から２０１２年までベネズエラでは，大統領選挙が４回，地方選挙が５回，国民投票
が５回，国会議員選挙が４回，制憲議会選挙が１回行われた。

�３ 自らの個人政党である変革党（Convergencia）と社会主義運動党（Movimiento al
Socialismo: MAS）や共産党など左派政党の支援を受けたカルデラ（Rafael Caldera）が勝
利した。カルデラはキリスト教社会党（COPEI）の創設者であるが，１９９３年同党が大統領
候補擁立のために実施を決定していた予備選挙への参加を嫌い，離党して個人政党から立
候補した。

�４ MUDが２０１２年２月に実施した予備選挙では，大統領候補のほかに全国の州知事選，市
長選の反チャベス派統一候補の多くも選出された。州知事候補を予備選挙で選出しなかっ
た８州の州知事候補は，MUDを形成する政党間のコンセンサスで決定された（アマソナ
ス，カラボボ，首都区，ララ，ミランダ，ヌエバ・エスパルタ，タチラ，スリア）。なお
予備選挙の結果については，第３章の表１を参照のこと。

�５ チャベス大統領は１年半前に癌を発症し，過去２年間で４回目となる手術を２０１２年１２月
１１日にキューバのハバナで受けた。術後に合併症を患っていることから，新任期を全うす
ることができるかどうかが懸念されている（その後チャベス大統領は３月５日に死去した。
監訳者注）。
�６ 今回の選挙では，カプリレスを支持していた政党が直前になってカプリレス支持を撤回
したり，別の候補者に鞍替えするケースがいくつかあった。ベネズエラでは，政党名と候
補者名のセットで投票する。そのため，投票機で投票操作をする際に，カプリレスに投票
するつもりで，それら直前にカプリレスから乗り換えた政党のボタンから誤って投票して
しまうケースが続出した。それが原因でミランダ州ではカプリレスへの投票の一部が失わ
れた。

�７ たとえば，エネルギー石油大臣兼国営石油会社PDVSA社長のラミレス（Rafael Ramírez）
は，２００６年１２月の大統領選挙直前に「PDVSAはボリバル革命で真っ赤だ」と発言し，役
職員がチャベスに投票するよう強く求めた。反チャベス派は，これは脅しであり自由投票
を阻害するものだと反発したが，チャベスはラミレスの上述の発言は「ノーベル賞並みの
表現である」としてラミレスを賞賛した（El Universal,８de noviembre de２００６）。

�８ これらミシオンについては，第１章第Ⅱ節を参照。政府機関を通して住宅メガプロジェ
クトに登録していた避難生活を送る被災者には，投票日の２日前の１０月５日に政府が「選
挙ボーナス」として１世帯につき４８００ボリバル（１１１６ドル）を供与した。また，これら被
災者の投票会場が変更され，新しい投票会場まで送迎するバスが手配された（Ultimas
Noticias,２１de octubre de２０１２）。
�９ ２０１２年１０月７日の大統領選挙に関するカーター・センター選挙調査団の最終報告書には
次のような記載がある。「政府支出は２０１２年に前年比４５％増加した。住宅メガプロジェク
トは選挙運動期間中，非常に人気の高いプログラムであった。これは，政府が住宅を建設
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し貧困層に無償で引き渡すものである。複数の情報筋によると，同事業は最初の実施年に
４万４０００軒～２６万５０００軒の住宅を建設し，さらに将来住宅を無償で取得できる引き換え証
を１００万通発行した。選挙運動期間を通して政府はこのプログラムを宣伝していた」（Centro
Carter（２０１２）, Informe final de la misión de estudio del Centro Carter. Elecciones presidenciales
en Venezuela 7 de octubre de 2012, Atlanta: Centro Carter, p.６）。

�１０ 選管の事前発表によると，投票会場の数は合計で１万３６８３となると見込まれ，２０１０年の
議会選挙に比べて１２４８カ所増加した。また，投票テーブルの数は過去の選挙に比べると２５４９
多い３万９０１８となる。海外のベネズエラ大使館には３０４の投票会場が設けられ，海外在住
の１０万４９５名の有権者が在外投票することが予定されていた（El Universal,２１de octubre
de２０１２）。
�１１ 地域住民委員会はチャベス大統領が設立を呼びかけて各地で設立されたコミュニティ自
治組織であり，２００６年４月に法律で制度化された。第１章第Ⅰ節３．を参照のこと。その
ほとんどが貧困層居住地域にある。中央政府への登録が必要で，中央政府から直接資金分
配を受ける。一方，同制度がスタートして以降当局側は反チャベス派住民が構成する同委
員会をさまざまな理由で登録から排除してきた。そのため，公的に登録されている地域住
民委員会は実質上ほぼ１００％チャベス派住民によるものであるとともに，それらチャベス
派住民がつくる地域住民委員会は，チャベス大統領にとって最大の大衆ベースの支持基盤
となっている。

�１２ 反チャベス派政党 COPEIの幹部メロ（Carlos Melo）は，調査結果を次のように指摘し
ている。「１～３つしか投票テーブルがない２９４８の小規模投票会場（合計４８００の投票テー
ブル）で１０５万人の有権者が投票することになった。それらの新しい投票会場は，国家組
織の本部や接収された企業，軍や警察の施設，チャベス大統領の社会開発プロジェクトの
ひとつである貧困地域の医療プロジェクト「ミシオン・バリオ・アデントロ」の診療所，
地域住民委員会の事務所や公民館，避難所，情報センター，チャベス政権の低所得者向け
住宅ミシオンの宅地開発区や集団開発区などに設置された。そこでは興味深いことが行わ
れていた。反チャベス派の氏名が記載されたマイサンタ・リストと，各種の社会開発プロ
ジェクト「ミシオン」で恩恵を受けた人々の氏名が記載されたリストを比べてみると，チャ
ベス派市民（すなわち地域でマイサンタ・リストにのっていない有権者，イタリック部分
は監訳者注）はすべてそれらのプロジェクトの受益者であった（El Universal,３de noviembre
de２０１２）。
�１３ 国会議員選挙同様，州議会議員選挙においても，小選挙区候補者名記名式と比例代表リ
スト式の混合方式で議員が選出される。選挙制度の詳細については第２章を参照のこと。
�１４ ララ州で再選されたファルコン知事は，前回の知事選ではチャベス派候補として立候補
し勝利していたが，その後チャベスから離反した。

�１５ ２００８年地方選挙では，１つの州で知事選が実施されなかったため，２２の州で知事選が行
われた。

�１６ ２００８年以降継続的に得票を減らしている典型的な例は，スリア州知事選にパブロ・ペレ
スを擁立した新時代党（UNT）であった。

�１７ これら１０都市は次の州の州都である。バリナス，ララ，ボリバル，ファルコン，ヌエバ・
エスパルタ，アラグア，スリア，アマソナス，タチラ，メリダ。カラボボ州の州都である
バレンシアでは，チャベス派候補は４９．８％，反チャベス派候補は４９．５％を獲得し，事実上
の引き分けとなった。

�１８ ボリバル州の反チャベス派MUD候補者，ベラスケスは，選管に選挙結果の不服申し立
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てを行った。選管が選挙結果を発表した時点で，まだ投票会場から同委員会に送信されて
いない選挙結果の証明書が１２６通あったためである（El Universal,１７de diciembre de２０１２）。
�１９ 注１３および詳細は第２章を参照のこと。
�２０ 第３章の，与党 PSUVのアラグア州知事選のタレック候補のポスター写真を参照。
�２１ このような状況に関し，チリの法学者サラケット（José Zalaquett）は El Nacional紙の
取材に対しこう指摘している。「もし国家組織が，政治的理由により正統性と合法性をみ
せかけるための道具としてのみ評価されるのであれば，そのような国家は法治国家と呼ぶ
ことができない。そのような政府は，出自（選挙で選出されたという意味で―監訳者注）
という意味においては正統性をもつが，権力の行使の仕方という意味では正統性に欠ける」
（El Nacional,１３de enero de２０１３）。
�２２ McCoy, Jennifer（２０１２）�Detrás de la victoria de Chavez,�（http://america.infobae.com）.
�２３ 野党派連合MUDの幹事長，アベレード（Ramón Guillermo Aveledo）は大統領の病気
をめぐる秘密主義を批判し，何度にもわたり透明な情報開示を政府に要求してきた。「大
統領の病状に関して不透明にしておくのは，政治運営や選挙操作に何かと都合が良いから
である。病気の大統領への感情的な連帯感を利用することもできる。しかし有権者は，再
選をめざすチャベス大統領が新たな６年間の任期を全うできる状態にあるのかがわからな
いまま投票せざるを得なかったのである」と述べている。ビジェガス通信情報大臣（Ernesto
Villegas）はこれに対し，「国民はチャベス大統領と自らを同一視し，親愛に満ちた関係を
築いているので，大統領の病状についてはとてもよく理解している」として，ベネズエラ
国民が大統領の病状を詳しく知る必要がないと答えた（El Universal,２８de diciembre de
２０１２）。一方，前副大統領で今回の州知事選でミランダ州知事候補であったハウアはこう
述べている。「チャベス派であるということは，こういうことである。我々を裏切ること
がないリーダーに親愛の情をもつこと。我々の英雄的な過去を，現在・未来に継承するた
めに国民が意見をもつこと。誰もが他者より優位であることはなく，誰もがすべての権利
をもつことを理解すること。祖国に対し，心の底から祖国愛を感じること。そしてベネズ
エラ国民でありラテンアメリカの民であることに深い誇りをもつことである」（２０１２年１２
月３０日付 AVNニュース局）。
�２４ メキシコの治安を扱う NGOのまとめでは，カラカスの人口１０万人あたりの殺人件数は
１１９件で，世界で３番目に危険な都市である。このランキングの世界上位５０都市のなかに
ベネズエラは５都市が入っている。カラカスに続き，バルキシメト（７１．７４），シウダ・グ
アヤナ（５５．０３），バレンシア（４３．８７），マラカイボ（３５．４４）（El Nacional,１４de octubre
de２０１２）。
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